
日
本
・
沖
縄
の
歴
史
年
表
（
１
９
２
６
～
２
０
２
２
） 

青･

沖
縄
・
南
西
諸
島
の
で
き
ご
と 

黒･

日
本
国
内
の
で
き
ご
と 

赤･

日
本
国
外
及
び
対
外
的
で
き
ご
と 

紫･
日
本
軍
に
よ
る
空
襲 

緑･
日
本
へ
の
空
襲 

１
９
２
６ 

昭
和
元
年 

第
一
次
若
槻
内
閣 

京
都
学
連
事
件
で
初
の
治
安
維
持
法
適
用 

１
９
２
７ 

蒋
介
石
、
南
京
に
国
民
政
府
樹
立 

田
中
義
一
内
閣  

第
一
次
山
東
出
兵
開
始 

 
 

１
９
２
８ 

治
安
維
持
法
を
改
正(
最
高
刑 

死
刑
） 

 
 
 
 

 

張
作
霖
爆
殺
事
件 

第
二
次
・
第
三
次
山
東
出
兵 

１
９
２
９ 

拓
務
省
を
設
置
、
海
外
移
民
を
指
導
・
奨
励 

濱
口
内
閣 

 
 

パ
リ
不
戦
条
約
発
効 

 
 
 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
大
暴
落 
世
界
恐
慌
始
ま
る 

１
９
３
０ 

ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
開
催 

 
 
 
 

 

共
産
党
員
一
斉
検
挙
開
始 

１
９
３
１ 

柳
条
湖
事
件
・
満
州
事
変 

 

第
二
次
若
槻 

（
関
東
軍
が
満
州
全
域
を
制
圧 

錦
州
爆
撃
） 

犬
養
内
閣 

１
９
３
２ 

第
一
次
上
海
事
変
が
起
こ
る 

 
 
 
 

 

満
州
国
を
建
国
す
る 

満
蒙
開
拓
移
民
推
進 

 
 
 
 
 

五
・
一
五
事
件
が
起
こ
る 

齋
藤
内
閣     

ド
イ
ツ
総
選
挙
で
ナ
チ
ス
党
圧
勝 

１
９
３
３ 

ナ
チ
ス
が
政
権
獲
得 

 
 
 
 

 

小
林
多
喜
二
、
治
安
維
持
法
違
反
容
疑
で
逮
捕
、
拷
問
、
虐
殺 

日
本
、
国
際
連
盟
を
脱
退
す
る 

１
９
３
４ 

東
北
地
方
を
中
心
に
冷
害
・
不
漁
が
続
き
、
凶
作
に
よ
る
飢
饉
発
生 

岡
田
内
閣 

 
 

凶
作
地
に
対
す
る
政
府
所
有
米
穀
臨
時
交
付
に
関
す
る
法
律
公
布 

１
９
３
５ 

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
国
際
連
盟
を
脱
退
す
る 

１
９
３
６ 

二
・
ニ
六
事
件
が
起
こ
る 

１
９
３
６ 

夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ベ
ル
リ
ン
で
開
催 

廣
田
内
閣 

 
 

日
独
防
共
協
定
締
結 

１
９
３
７ 

ス
ペ
イ
ン
内
戦 

林
内
閣 

 
 
 

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
、
ゲ
ル
ニ
カ
空
襲 

第
一
次
近
衛 

 

盧
溝
橋
事
件 

日
中
戦
争
が
始
ま
る 

 
 

 
 
 

通
州
事
件
が
起
こ
る 

        
 

第
二
次
上
海
事
変
が
起
こ
る 



         

日
独
伊
防
共
協
定
締
結 

渡
洋
爆
撃(

上
海
・
南
京
・
揚
州
・
九
江) 

南
京
占
領 

南
京
事
件 

１
９
３
８ 
石
川
達
三
著
南
京
従
軍
記
「
生
き
て
い
る
兵
隊
」
掲
載
誌
発
禁
処
分
、
検
挙 

国
家
総
動
員
法
・
電
力
管
理
法
を
制
定
す
る 

学
徒
勤
労
動
員 

重
慶
大
爆
撃(

～
４
３ 

２
１
８
回
）
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍 

（
重
慶
、
成
都
・
楽
山
・
自
貢
の
四
川
省
各
都
市
） 

１
９
３
９ 

重
慶
大
爆
撃 
五
・
三
、
五
・
四
空
襲 

 

平
沼
内
閣 

 

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件 

 
 

国
民
徴
用
令
を
出
す 

阿
部
内
閣 

 
 

ド
イ
ツ 

ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻 

 

第
二
次
世
界
大
戦
始
ま
る 

１
９
４
０ 

斎
藤
隆
夫
、
反
軍
演
説
に
よ
り
議
員
除
名
（
１
９
４
２
年
再
選
） 

米
内
内
閣 

 
 

重
慶
大
爆
撃 

百
一
号
作
戦 

第
二
次
近
衛 

 

日
本
軍
北
部
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
へ
進
駐 

日
本
軍
に
よ
る
三
光
作
戦 

 
 

 
 
 
 
 

日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟 

 
 
 
 

 

大
政
翼
賛
会
発
足 

 
 
 
 

 

国
民
体
力
法
・
国
民
優
生
法
を
制
定
す
る 

１
９
４
１ 

東
條
陸
相
「
戦
陣
訓
」
を
通
達 

 

国
民
学
校
令
施
行 

国
防
保
安
法
制
定 

治
安
維
持
法
を
改
正 

日
ソ
中
立
条
約 

重
慶
大
爆
撃 

大
隧
道
窒
息
惨
案 

重
慶
大
爆
撃 

百
二
号
作
戦 

１
９
４
１ 

第
三
次
近
衛   

日
本
軍
南
部
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
へ
進
駐 

１
９
４
１ 

防
空
法
改
正 

東
條
内
閣 

 
 

開
戦
詔
書 

真
珠
湾
攻
撃
・
マ
レ
ー
侵
攻 

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
始
ま
る 

         

言
論
・
出
版
・
集
会
・
結
社
等
臨
時
取
締
法 

１
９
４
２ 

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
殺
害
計
画
（
ヴ
ァ
ン
ぜ
ー
会
議
） 

マ
ニ
ラ
、
セ
レ
ベ
ス
島
、
ラ
バ
ウ
ル
、
ジ
ャ
ワ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
・
侵
攻 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
・
ブ
ル
ー
ム
・
・
空
襲
（
～
４３
．
１１
） 

 
 
 

  

オ
ラ
ン
ダ
領
東
印(

現
イ
ン
ド
ネ
シ
ア)

占
領 

米
軍 

ド
ゥ
リ
ッ
ト
ル
空
襲 

（
東
京
・
横
浜
・
川
崎
・
横
須
賀
・
名
古
屋
・
神
戸
） 

ミ
ッ
ド
ウ
エ
ー
海
戦 

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
戦
い 

 
 

     

ソ
ロ
モ
ン
海
戦
・
南
太
平
洋
海
戦 

         

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
戦
い 



 
 
 
 

 

キ
ス
カ
島
上
陸
・
ア
ッ
ツ
島
上
陸 

 
 
 
 

 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
タ
ウ
ン
ズ
ヴ
ィ
ル
空
襲 

１
９
４
３ 

日
本
軍
、
読
谷
村
・
伊
江
島
に
飛
行
場
建
設
開
始 

ア
ッ
ツ
島
玉
砕 

マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦 

 
 
 
 

 
イ
タ
リ
ア
が
降
伏
す
る 

 

学
徒
出
陣
が
始
ま
る 

 

１
９
４
４ 

サ
イ
パ
ン
・
グ
ア
ム
・
テ
ニ
ア
ン
島
を
米
軍
が
制
圧 

 
 
 

   

米
軍 

北
九
州
初
空
襲
・
全
国
都
市
空
襲 

小
磯
内
閣 

 

フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
海
戦 

神
風
特
攻
隊
初
出
撃 

風
船
爆
弾
を
千
葉
県
等
か
ら
米
国
へ 

沖
縄
本
島
・
南
西
諸
島
に
日
本
軍
配
備 

空
港
・
基
地
建
設 

対
馬
丸
米
軍
魚
雷
攻
撃
で
沈
没 

 

十
・
十
空
襲
（
奄
美
・
沖
縄
・
南
西
諸
島
） 

 

１
９
４
５ 

ヤ
ル
タ
会
談
が
開
か
れ
る 

硫
黄
島
の
戦
い 

鈴
木
貫
太
郎
内
閣

米
軍 

東
京
大
空
襲
・
全
国
都
市
空
襲 

         

先
島
諸
島
・
大
東
島
地
区
・
奄
美
地
区
に
米
軍
艦
載
機
の
空
襲 

         

米
軍
沖
縄
上
陸 

地
上
戦
が
行
わ
れ
る
（
沖
縄
戦
） 

 
 
 
 

 

米
兵
に
よ
る
強
姦
事
件
多
発
（
座
間
味
村･

玉
城
村･
羽
地
村･

石
川
市
・
本
部
市･･

） 

         

慶
良
間
諸
島
の
戦
い
・
先
島
諸
島
の
戦
い
・
沖
縄
本
島
北
部
・
南
部
の
戦
い

伊
江
島
の
戦
い 

久
米
島
上
陸
・
ニ
ミ
ッ
ツ
布
告
（
日
本
の
統
治
権
停
止
） 

 
 
 
 

 

ド
イ
ツ
が
降
伏
す
る 

         

沖
縄
戦
終
結(

６
／
２３ 

沖
縄
本
島)  

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が
発
表
さ
れ
る 

 
 
 

  

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
る 

 
 
 

  

ソ
連
が
満
洲
に
侵
攻
す
る 

 
 
 
 

 

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
る 

 
 
 
 

 

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
す
る 

 
 
 

  

玉
音
放
送 

終
戦(

８
／
１５) 

東
久
邇
宮
内
閣 

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
で
降
伏
調
印
（
９
／
２
） 

 
 
 
 

 

沖
縄
守
備
軍
降
伏
調
印
式
（
９
／
７
） 

沖
縄
戦
終
結 

降
伏
調
印 

連
合
軍
占
領 

沖
縄
諮
詢
会
設
置
詢
会
諮
詢
会 

 
 
 
 

 

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
す
る 

幣
原
内
閣 

 

国
際
連
合
が
成
立
す
る 

 
 
 
 

 

ア
ジ
ア
諸
国
の
独
立
が
続
く 

 
 
 
 

 

米
ソ
の
対
立
（
冷
戦
）
が
始
ま
る 

 
 
 
 

 

沖
縄
戦
で
生
き
残
っ
た
住
民
は
民
間
収
容
所
へ 

 
 
 
 

 

日
本
陸
軍
中
飛
行
場
を
接
収
、
嘉
手
納
飛
行
場
・
・→

嘉
手
納
基
地 

 
 
 
 

 

宜
野
湾
市
の
農
村
・
集
落
接
収
、
普
天
間
飛
行
場
・
・→

普
天
間
基
地 

https://www.weblio.jp/content/%E5%85%88%E5%B3%B6%E8%AB%B8%E5%B3%B6
https://www.weblio.jp/content/%E5%A4%A7%E6%9D%B1%E5%B3%B6
https://www.weblio.jp/content/%E5%A5%84%E7%BE%8E%E8%AB%B8%E5%B3%B6


         

金
武
村
に
飛
行
場
建
設→

射
撃
場
・
・→

キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン 

 
 
 
 

 

浦
添
村
日
本
陸
軍
南
飛
行
場
を
接
収
、
物
資
集
積
所→

 

・
・→

牧
港
補
給
地
区
・
キ
ャ
ン
プ
・
キ
ン
ザ
ー 

 
 
 
 

 
日
本
陸
軍
伊
江
島
飛
行
場
と
周
辺
地
区
を
接
収
・
・→

伊
江
島
補
助
飛
行
場 

１
９
４
６ 
連
合
国
よ
り
ア
メ
リ
カ
軍
政
へ
移
行 

 
 
 
 

 

米
兵
に
よ
る
強
姦
事
件
多
発 

多
数
の
混
血
児
が
生
ま
れ
る 

第
一
次
吉
田 

沖
縄
民
政
府
発
足(

志
喜
屋
孝
信
知
事) 

１
９
４
７ 

日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
る 

１
９
４
７ 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
２
・
１
ス
ト
中
止
を
命
令
す
る 

 
 
 

教
育
基
本
法
・
労
働
基
準
法
・
地
方
自
治
法
公
布 

片
山
内
閣 

 
 

日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
る 

１
９
４
８  

優
生
保
護
法
が
制
定
さ
れ
る(

強
制
不
妊
手
術
が
行
わ
れ
る) 

芦
田
内
閣      

Ｂ
円(

米
軍
発
行
の
軍
票)

以
外
の
通
貨
流
通
が
禁
止
さ
れ
る 

 
 

大
韓
民
国
・
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
が
成
立
す
る 

第
二
次
吉
田 

 

伊
江
島
で
米
軍
の
弾
薬
輸
送
船
が
爆
発 

（
民
間
の
連
絡
船
が
巻
き
込
ま
れ
て
１
０
６
人
死
亡
） 

１
９
４
９ 

北
大
西
洋
条
約
機
構(

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ)

が
成
立 

第
三
次
吉
田 

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国(

西)

・ 

ド
イ
ツ
民
主
共
和
国(

東)

が
成
立
す
る 

中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
す
る 

１
９
５
０ 

琉
球
列
島
米
国
民
政
府(

米
統
治
機
関
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
）
発
足 

朝
鮮
戦
争
が
起
こ
る(

～
１
９
５
３) 

共
産
党
員
等
の
追
放
が
始
ま
る 

警
察
予
備
隊
が
発
足 

１
９
５
１ 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
・ 

 
 
 
 

 

日
米
安
全
保
障
条
約
を
結
ぶ 

 
 
 
 

 

米
兵
に
よ
る
強
姦
・
暴
行
・
殺
人
続
発 

戦
後
６
年
間
の
強
姦
事
件
２
７
８
件  

１
９
５
２ 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
発
効 

 
 
 
 

 

日
米
行
政
協
定
調
印
、
日
米
安
全
保
障
条
約
と
共
に
発
効 

 

沖
縄
ア
メ
リ
カ
の
施
政
権
下
に
琉
球
政
府
が
設
置
さ
れ
る 

第
四
次
吉
田 

警
察
予
備
隊
が
保
安
隊
に
改
編
さ
れ
る 

１
９
５
３ 

軍
用
地
確
保
の
た
め
土
地
収
用
令
を
公
布
、 

第
五
次
吉
田 

 

銃
剣
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
各
地
の
土
地
を
強
制
収
容 

         

島
尻
郡
真
和
志
村(

現
那
覇
市)

を
接
収→

牧
港
住
宅
地
区
１
９
８
７

返
還 

 
 
 
 

 

日
本
軍
小
禄
飛
行
場
と
周
辺
地
区
を
強
制
接
収→

那
覇
空
軍
海
軍
補
助
施
設

→

那
覇
空
港 

伊
江
島
伊
江
村
で
住
民
に
立
ち
退
き
通
告 

１
９
５
４ 

ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
で
第
五
福
竜
丸
が
被
爆
す
る 

 
 
 

  
 
 
 

土
地
を
守
る
四
原
則
を
決
議
す
る 

 
 
 
 

 

自
衛
隊
法
と
防
衛
庁
設
置
法
が
成
立
す
る 

自
衛
隊
が
発
足
す
る 

第
一
次
鳩
山
一
郎 



１
９
５
５ 

伊
江
島
で
強
制
土
地
接
収 

沖
縄
本
島
で
非
暴
力
に
よ
る
「
乞
食
行
進
」 

宜
野
湾
村
伊
佐
浜
強
制
土
地
接
収
・
伊
佐
浜
土
地
闘
争→

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧 

「
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
」
を
紹
介
す
る
記
事
「
富
山
新
聞
」
に
掲
載 

１
９
５
５ 
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
広
島
で
開
催
さ
れ
る 

１
９
５
５
「
水
俣
病
」
が
公
式
に
確
認
さ
れ
る 

 
 
 
 

「
森
永
ヒ
素
ミ
ル
ク
事
件
」
が
起
こ
る 

第
二
次
鳩
山 

原
子
力
基
本
法
が
成
立
す
る 

 
 
 
 

 

由
美
子
ち
ゃ
ん
事
件(

６
歳
女
子
が
米
兵
に
拉
致
・
強
姦
・
惨
殺 

嘉
手
納
村) 

第
三
次
鳩
山 

プ
ラ
イ
ス
勧
告
が
出
さ
れ
る 

 

島
ぐ
る
み
闘
争 

１
９
５
６ 

日
ソ
共
同
宣
言
に
調
印
、
国
交
を
回
復
す
る 

 
 
 
 
 

 

国
際
連
合
へ
の
加
盟
が
認
め
ら
れ
る 

石
橋
内
閣 

 

琉
大
事
件
（
米
軍
に
よ
る
学
生
運
動
に
対
す
る
弾
圧
） 

１
９
５
７ 

千
葉
市
の
川
崎
製
鉄
に
よ
る
大
気
汚
染
拡
が
る 

第
一
次
岸
内
閣 

 
 
 
 
 

１
９
５
８ 

Ｂ
円
が
ア
メ
リ
カ
ド
ル
に
切
り
替
え
ら
れ
る 

第
二
次
岸
内
閣 

首
里
城
跡
に
守
礼
門
再
建
始
ま
る 

１
９
５
９ 

宮
森
小
学
校
米
軍
機
墜
落
事
故
（
石
川
市(
現
う
る
ま
市)

市
街
地
に
米
軍
機
墜
落  

宮
森
小
学
校
に
突
入
。
児
童
１
５
６
人
と
住
民
５
４
人
が
負
傷
、
１
７
人
死
亡
） 

イ
ノ
シ
シ
事
件
（
演
習
場
内
の
水
田
を
見
に
行
っ
た
女
性
を
米
兵
が
射
殺･

金
武
町
） 

１
９
６
０ 

日
米
安
全
保
障
条
約
が
改
定
さ
れ
る 

日
米
地
位
協
定
調
印
、
発
効 

沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
が
設
立
さ
れ
る 

第
一
次
池
田 

高
度
経
済
成
長
政
策
が
進
め
ら
れ
る 

第
二
次
池
田 

 

四
日
市
で
ぜ
ん
そ
く
患
者
が
多
発 

１
９
６
１ 

具
志
川
村(

現
う
る
ま
市)

川
崎
に
米
軍
ジ
ェ
ッ
ト
機
墜
落(

２
人
死
亡) 

１
９
６
２ 

最
初
の
原
子
炉
が
東
海
村
で
運
転
を
開
始
す
る 

１
９
６
３ 

国
場
君
事
件 

第
三
次
池
田 

（
那
覇
市
で
中
学
生
が
青
信
号
で
横
断
中
に
米
軍
ト
ラ
ッ
ク
に
は
ね
ら
れ
死
亡
） 

１
９
６
４
「
朝
日
訴
訟
」
が
提
起
さ
れ
る(

憲
法
25
条
「
生
存
権
」
と
生
活
保
護
法
に
つ
い
て
提
起) 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
る 

第
一
次
佐
藤 

 

米
原
子
力
潜
水
艦
シ―

ド
ラ
ゴ
ン
号
佐
世
保
入
港 

１
９
６
５ 

日
韓
基
本
条
約
を
結
ぶ 

１
９
６
５ 

公
害
の
被
害
が
深
刻
化
す
る 

 
 
 
 

 

「
新
潟
水
俣
病
」
発
生
を
公
式
確
認
（
阿
賀
野
川
下
流
） 

 
 
 
 

 

ア
メ
リ
カ
が
北
ベ
ト
ナ
ム
爆
撃
を
開
始
す
る 

        
 

隆
子
ち
ゃ
ん
事
件 

(

読
谷
村
で
米
軍
機
か
ら
ト
レ
ー
ラ
ー
落
下
、
下
敷
き
で
少
女
死
亡) 

６
０
年
代
後
半 

ベ
ト
ナ
ム
帰
還
兵
に
よ
る
強
盗
・
性
犯
罪
・
ホ
ス
テ
ス
殺
し
続
発 

１
９
６
７ 

燃
え
る
井
戸
（
嘉
手
納
基
地
の
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
が
地
下
水
脈
に
流
れ
込
む
） 

第
二
次
佐
藤 



１
９
６
８
「
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
」
政
府
に
よ
る
公
害
病
認
定
第
一
号
に
な
る 

厚
生
省
「
水
俣
病
」
の
原
因
物
質
を
認
定
（
チ
ッ
ソ
水
俣
工
場
廃
液
） 

行
政
主
席
選
挙
実
施
（
屋
良
朝
苗
主
席
誕
生
） 

        
 

嘉
手
納
基
地
で
大
型
爆
機
Ｂ
５
２
爆
発
炎
上 

         
公
害
反
対
運
動
が
高
ま
る 

１
９
６
９ 

ニ
ク
ソ
ン
・
佐
藤
会
談
で
「
72
年
の
沖
縄
返
還
合
意
」 

 

１
９
７
０ 

よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
が
起
こ
る 

大
阪
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る 

第
三
次
佐
藤 

沖
縄
復
帰
を
見
込
み
、
日
本
国
政
参
加
選
挙
実
施 

 
 
 
 

 

コ
ザ
事
件
（
コ
ザ
蜂
起
）
が
起
こ
る
（
交
通
事
故
処
理
を
巡
り
反
米
感
情
爆
発
） 

１
９
７
１ 

毒
ガ
ス
移
送
（
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
向
け
嘉
手
納
・
辺
野
古
弾
薬
庫
よ
り
移
送
） 

１
９
７
２ 

グ
ア
ム
島
で
横
井
庄
一
氏
発
見
・
帰
還 

 
 
 
 

 

札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催 

 
 
 
 

 

あ
さ
ま
山
荘
事
件
が
起
こ
る 

沖
縄
返
還 

沖
縄
が
本
土
に
復
帰
す
る 

第
一
次
田
中
角
栄

日
中
共
同
声
明
を
発
表
し
、
国
交
が
正
常
化
さ
れ
る 

第
二
次
田
中 

１
９
７
３ 

ベ
ト
ナ
ム
和
平
協
定 

ア
メ
リ
カ
軍
が
撤
退
す
る 

 
 
 
 

 

ド
バ
イ
日
航
機
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
が
起
こ
る 

第
四
次
中
東
戦
争
勃
発
に
よ
り
石
油
危
機
が
起
こ
る 

１
９
７
４ 

ル
パ
ン
グ
島
で
小
野
田
寛
郎
元
少
尉
を
発
見
・
帰
還 

三
木
内
閣 

１
９
７
５ 

沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催 

 

皇
太
子
明
仁
親
王
・
美
智
子
妃
訪
沖 

ひ
め
ゆ
り
の
塔
事
件 

第
一
回
先
進
国
首
脳
会
議
に
参
加
す
る 

１
９
７
６ 

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
田
中
角
栄
元
首
相
ら
逮
捕
さ
れ
る 

福
田
赳
夫
内
閣 

１
９
７
８ 

日
中
平
和
友
好
条
約
を
結
ぶ 

第
一
次
大
平 

ア
メ
リ
カ
と
の
貿
易
摩
擦
が
激
し
く
な
る 

１
９
７
９ 

国
際
人
権
規
約
を
日
本
が
批
准
す
る 

第
二
次
大
平 

ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
で
大
事
故
が
起
こ
る 

１
９
８
０ 

韓
国
で
光
州
事
件 

鈴
木
善
幸
内
閣 

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
勃
発 

１
９
８
１ 

中
国
残
留
日
本
人
孤
児
の
調
査
が
始
ま
る 

 
 
 
 

 

バ
ブ
ル
景
気
が
始
ま
る 

 
 
 
 

 

難
民
条
約
を
日
本
が
批
准
す
る 

１
９
８
２ 

平
和
市
長
会
議
が
設
立
さ
れ
る 

第
一
次
仲
宗
根
内
閣 

１
９
８
３ 

厚
生
省
「
薬
害
エ
イ
ズ
」
の
調
査
を
開
始
す
る 



第
二
次
仲
宗
根 

仲
宗
根
首
相
「
不
沈
空
亡
」
発
言 

１
９
８
５ 

女
子
差
別
撤
廃
条
約
を
日
本
が
批
准
す
る 

１
９
８
６ 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
で
大
事
故
が
起
こ
る 

第
三
次
仲
宗
根 
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
る 

１
９
８
７ 

竹
下
内
閣 

１
９
８
９ 

天
安
門
事
件
が
起
こ
る 

 
 
 
 

 

ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
解
放
さ
れ
る 

 
 
 
 

 

マ
ル
タ
会
談 
米
ソ
が
冷
戦
の
終
結
を
宣
言
す
る 

消
費
税
が
実
施
さ
れ
る
（
３
％
） 

宇
野
内
閣 

第
一
次
海
部 

１
９
９
０ 

東
西
ド
イ
ツ
が
統
一
さ
れ
る 

第
二
次
海
部 

 

イ
ラ
ク
に
よ
る
ク
ウ
ェ
ー
ト
侵
攻 

１
９
９
１ 

湾
岸
戦
争
が
始
ま
る 

 
 
 
 

 

ソ
連
が
崩
壊
す
る 

 
 
 
 

 

海
上
自
衛
隊
ペ
ル
シ
ャ
湾
掃
海
部
隊
を
派
遣
す
る 

宮
澤
内
閣 

 

バ
ブ
ル
景
気
が
崩
壊
し
、
不
景
気
と
な
る 

１
９
９
２ 

国
連
平
和
維
持
活
動
協
力
法
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
）
成
立 

 
 

陸
上
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
カ
ン
ボ
ジ
ア
派
遣 

１
９
９
３ 

河
野
洋
平
官
房
長
官
が
「
慰
安
婦
」
に
関
す
る
謝
罪
と
反
省
の
談
話
を
発
表 

 
 
 
 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
が
発
足
す
る 

細
川
内
閣    

陸
上
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
派
遣 

１
９
９
４ 

子
ど
も
の
権
利
条
約
を
日
本
が
批
准
す
る 

羽
田
内
閣 

１
９
９
４ 

村
山
内
閣 

 
 

日
本
の
植
民
地
支
配
と
侵
略
を
謝
罪
し
た
村
山
談
話
を
閣
議
決
定 

１
９
９
５ 

阪
神
淡
路
大
震
災
が
起
こ
る 

 
 
 
 

 

オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
起
こ
る 

 
 

  
 

米
兵
に
よ
る
日
本
人
女
性
殺
害
（
宜
野
湾
市
） 

        
 

米
兵
少
女
暴
行
事
件
（
12
歳
の
少
女
拉
致
・
暴
行 

キ
ャ
ン
プ･

ハ
ン
セ
ン
） 

        
 

平
和
の
礎
完
成 

         

少
女
暴
行
事
件
を
糾
弾
す
る
県
民
総
決
起
大
会(

８
５
０
０
０
人) 

 
 
 
 

 

人
種
差
別
撤
廃
条
約
を
日
本
が
批
准
す
る 

１
９
９
６ 

陸
上
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
ゴ
ラ
ン
高
原
派
遣 

第
一
次
橋
本 

米
兵
運
転
の
乗
用
車
で
母
子
３
人
は
ね
ら
れ
死
亡   

        
 

日
米
間
で
普
天
間
基
地
の
移
設
条
件
付
き
返
還
を
合
意 

第
二
次
橋
本 

高
江
ヘ
リ
パ
ッ
ド
新
設
を
日
米
合
意 

 
 
 

 

１
９
９
７ 

ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
が
成
立
す
る 



 

日
米
防
衛
協
力
指
針(

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン)

決
定 

地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
が
開
か
れ
る 

１
９
９
８ 

米
兵
に
よ
る
女
子
高
校
生
ひ
き
逃
げ
死
亡
事
件 

小
渕
内
閣          

１
９
９
９ 
通
信
傍
受
法
・
周
辺
事
態
法
・
国
旗
国
歌
法
・
情
報
公
開
法  

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
成
立
す
る 

拷
問
等
禁
止
条
約
を
日
本
が
批
准
す
る 

普
天
間
基
地
の
名
護
市
辺
野
古
崎
沖
の
移
転
を
閣
議
決
定 

２
０
０
０ 

児
童
虐
待
防
止
法
・
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
・ 

第
一
次
森
内
閣  

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
成
立 

少
年
法
改
正 

第
二
次
森
内
閣 

２
０
０
１ 

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
機
が
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
突
入
（
９･

１
１
） 

第
一
次
小
泉 

ア
メ
リ
カ
な
ど
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
爆
撃
す
る
・
ア
フ
ガ
ン
戦
争 

 
 
 
 

 

テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
・
Ｄ
Ｖ
防
止
法
成
立 

 
 
 
 

 

海
上
自
衛
隊
イ
ン
ド
洋
派
遣 

         
 
 
 

  

２
０
０
２ 

陸
上
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
東
テ
ィ
モ
ー
ル
派
遣 

２
０
０
３ 

イ
ラ
ク
戦
争
が
始
ま
る 

小
泉
首
相
イ
ラ
ク
戦
争
支
持
表
明 

第
二
次
小
泉 

イ
ラ
ク
特
別
措
置
法
・
個
人
情
報
保
護
法
成
立 

 
 
 
 
 

有
事
関
連
３
法
成
立
（
改
正
安
全
保
障
会
議
設
置
法
・ 

武
力
攻
撃
事
態
対
処
法
・
改
正
自
衛
隊
法)

 

２
０
０
４ 

有
事
関
連
７
法
成
立
（
国
民
保
護
法
・
米
軍
行
動
関
連
措
置
法
・ 

特
定
公
共
施
設
利
用
法
・
国
際
人
道
法
違
反
処
罰
法
・ 

海
上
輸
送
規
制
法
・
捕
虜
取
扱
い
法
・
改
正
自
衛
隊
法
） 

自
衛
隊
イ
ラ
ク
復
興
支
援
派
遣 

 
 
 
 

 

航
空
自
衛
隊
イ
ラ
ク
復
興
支
援
輸
送
航
空
隊
派
遣 

 
 
 
 

 

イ
ラ
ク
日
本
人
人
質
事
件
が
起
こ
る 

 
 
 
 

 

イ
ラ
ク
日
本
人
青
年
殺
害
事
件
が
起
こ
る 

 
 
 
 

 

普
天
間
基
地
所
属
ヘ
リ
沖
縄
国
際
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
墜
落 

２
０
０
５ 

日
本
国
際
博
覧
会
「
愛
・
地
球
博
」
が
開
催
さ
れ
る 

 
 
 
 

 

普
天
間
基
地
の
移
転
先
を
辺
野
古
崎
沿
岸
部
に
変
更 

２
０
０
６ 

普
天
間
基
地
移
転
、
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
新
沿
岸
案
で
日
米
合
意 

第
一
次
安
倍 

教
育
基
本
法
を
改
正
す
る 

２
０
０
７ 

陸
上
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
ネ
パ
ー
ル
支
援
団
参
加 

福
田
康
夫
内
閣 

国
民
投
票
法
成
立 

少
年
法
改
正 

２
０
０
８ 

新
テ
ロ
特
別
措
置
法
成
立 

海
上
自
衛
隊
イ
ン
ド
洋
派
遣 
 

陸
上
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
ス
ー
ダ
ン
派
遣 

少
年
法
改
正 

麻
生
内
閣 

 

米
軍
小
型
飛
行
機
、
名
護
市
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
に
墜
落
炎
上 



２
０
０
９ 

海
上
自
衛
隊
ソ
マ
リ
ア
沖
海
賊
対
策
部
隊
派
遣 

 
 
 
 

 

民
主
党
鳩
山
代
表
、
普
天
間
基
地
移
設
先
「
最
低
で
も
県
外
」
と
表
明 

鳩
山
由
紀
夫
内
閣

読
谷
村
で
米
兵
に
よ
る
日
本
人
男
性
ひ
き
逃
げ
死
亡
事
件 

２
０
１
０ 
普
天
間
基
地
の
県
内
移
設
反
対
県
民
大
会
（
９
０
０
０
０
人
） 

 
 
 
 

 
日
米
両
政
府
、
普
天
間
基
地
移
設
先
を
辺
野
古
と
す
る
共
同
声
明 

菅
直
人
内
閣 

陸
上
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
東
テ
ィ
モ
ー
ル
監
視
員
派
遣 

 
 
 
 

 

陸
上
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
ハ
イ
チ
派
遣 

         

ア
ラ
ブ
の
春
（
チ
ュ
ニ
ジ
ア
・
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
・
・
・
２
０
１
２
） 

２
０
１
１ 

東
日
本
大
震
災
が
起
き
、
福
島
原
発
で
大
事
故
が
起
こ
る 

 
 
 
 

 

シ
リ
ア
内
戦
始
ま
る
～
現
在 

野
田
内
閣 

 

陸
上
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣 

 
 
 
 
 
 
 

イ
ラ
ク
戦
争
終
結 

２
０
１
２ 

原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
成
立 

第
二
次
安
倍 

 

オ
ス
プ
レ
イ
、
普
天
間
基
地
に
強
行
配
備 

２
０
１
３ 

米
軍
戦
闘
機
、
国
頭
村
沖
合
５
０
カ
イ
リ
の
海
上
に
墜
落 

 
 
 

 
 

サ
ッ
カ
ー
場
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
メ
ー
カ
ー
の
腐
食
し
た
ド
ラ
ム
缶
多
数
掘
出 

米
軍
救
援
ヘ
リ
、
宜
野
座
村
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
内
に
墜
落 

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
・
子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
・ 

特
定
秘
密
保
護
法
・
国
家
安
全
保
障
会
議
設
置
法
・  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
成
立 

生
活
保
護
法
改
正 

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
質
拘
束
事
件
が
起
こ
る 

仲
井
真
知
事
、
政
府
の
埋
め
立
て
申
請
を
承
認 

２
０
１
４ 

障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
批
准 

少
年
法
改
正  

集
団
的
自
衛
権
容
認
の
閣
議
決
定 

「
島
ぐ
る
み
会
議
」
を
結
成 

２
０
１
４ 

湯
川
遥
菜
さ
ん
・
後
藤
健
二
さ
ん
Ｉ
Ｓ
に
拘
束
さ
れ
る 

辺
野
古
浜
で
県
民
大
会
・
抗
議
集
会
（
３
６
０
０
人
） 

辺
野
古
浜
で
県
民
大
行
動
（
５
５
０
０
人
）

沖
縄
県
庁
包
囲
行
動
（
３
８
０
０
人
） 

 

県
知
事
選
で
翁
長
雄
志
氏
当
選 

第
三
次
安
倍 

衆
院
選
小
選
挙
区
で
オ
ー
ル
沖
縄
候
補
全
員
当
選 

２
０
１
５ 

湯
川
遥
菜
さ
ん
・
後
藤
健
二
さ
ん
Ｉ
Ｓ
に
殺
害
さ
れ
る 

 
 
 
 

 

翁
長
知
事
の
工
事
中
断
を
申
し
入
れ
に
対
し
、
安
倍
内
閣
は
拒
否 

 
 
 
 

 

安
田
純
平
さ
ん
シ
リ
ア
で
拘
束
さ
れ
る
（
２
０
１
８
解
放
） 

新
安
保
法
制
（
平
和
安
全
法
制
整
備
法
・
国
際
平
和
支
援
法
）
が
成
立
す
る 

(

改
正 

自
衛
隊
法
・
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
・
船
舶
検
査
活
動
法
・
周
辺
事
態

安
全
確
保
法(

重
要
影
響
事
態
安
全
確
保
法
）
・
事
態
対
処
法
・ 

米
軍
等
行
動
関
連
措
置
法
・
特
定
公
共
施
設
利
用
法
・
海
上
輸
送
規

制
法
・
捕
虜
取
り
扱
い
法
・
国
家
安
全
保
障
会
議
設
置
法 

国
際
平
和
支
援
法
） 

 
 
 

  

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%AA%E8%A1%9B%E9%9A%8A%E6%B3%95
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%AE%B6%E5%AE%89%E5%85%A8%E4%BF%9D%E9%9A%9C%E4%BC%9A%E8%AD%B0%E8%A8%AD%E7%BD%AE%E6%B3%95


２
０
１
６ 

与
那
国
島
に
自
衛
隊
駐
屯
地
を
新
設
す
る 

 
 
 
 

 

学
校
法
人
森
友
学
園
に
不
適
正
価
格
で
国
有
地
売
却 

２
０
１
７ 

今
治
市
で
加
計
学
園
グ
ル
ー
プ
の
岡
山
理
科
大
獣
医
学
部
新
設
決
ま
る 

「
モ
リ
カ
ケ
問
題
」
と
し
て
国
会
で
論
戦 

辺
野
古
基
地
建
設 

護
岸
造
成
工
事
に
着
手
す
る 

 

共
謀
罪
法
（
改
正
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
）
が
成
立
す
る 

第
四
次
安
倍 

 

広
島
高
裁
で
伊
方
原
発
運
転
差
し
止
め
を
決
定 

２
０
１
８ 

森
友
学
園
問
題
で
近
畿
財
務
局
の
公
文
書
改
ざ
ん
。
赤
木
俊
夫
さ
ん
自
殺 

 
 
 
 

 

玉
城
デ
ニ
ー
知
事
誕
生 

辺
野
古
基
地
建
設 
土
砂
投
入
開
始
す
る 

２
０
１
９ 

香
港
民
主
化
デ
モ
（
以
降
継
続
） 

辺
野
古
基
地
建
設
の
た
め
の
埋
め
立
て
の
賛
否
を
問
う
県
民
投
票
反
対
多
数 

奄
美
大
島
・
宮
古
島
に
自
衛
隊
駐
屯
地
が
新
設
さ
れ
る 

 
 
 
 

 

石
垣
島
で
自
衛
隊
駐
屯
地
建
設
工
事
着
工 

消
費
税
１０
％
に 

 
 
 
 

 

中
村
哲
さ
ん
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
銃
撃
さ
れ
死
亡 

２
０
２
０ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
広
が
る 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
特
措
法 

         

香
港
国
家
安
全
維
持
法
が
成
立
す
る 

菅
義
偉
内
閣 

 

日
本
学
術
会
議
会
員
の
任
命
拒
否 

２
０
２
１ 

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
ク
ー
デ
タ
ー
起
こ
る 

馬
毛
島
で
自
衛
隊
基
地
建
設
に
向
け
て
環
境
ア
セ
ス
開
始 

 
 
 
 

 

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
６
法
成
立 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
特
措
法
改
正 

少
年
法
改
正 

義
務
教
育
標
準
法
改
正 

国
民
投
票
法
改
正 

土
地
規
制
法 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
終
結
・
米
軍
撤
収
・
タ
リ
バ
ン
政
権
樹
立 

第
一
次
岸
田   

第
４
９
回
衆
議
院
議
員
選
挙
で
自
民
党
が
絶
対
安
定
多
数
の
議
席
を
獲
得
、 

第
二
次
岸
田 

 
 

２
０
２
２ 

名
護
市
長
に
政
府
・
与
党
が
支
援
す
る
渡
具
知
武
豊
氏
再
選 

         

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻 

 
 
 
 

 

沖
縄
本
土
復
帰
５
０
年 

 

【
参
考
資
料
】「
と
も
に
学
ぶ
人
間
の
歴
史
」
中
学
社
会 

歴
史
的
分
野 

学
び
舎   

「
最
新
世
界
史
図
説 

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
」
十
二
訂
版 

帝
国
書
院 

 

母
と
子
で
見
る
３｢

日
本
の
空
襲｣ 

草
の
根 

出
版
会  

東
京･

ゲ
ル
ニ
カ･

重
慶｢

空
襲
か
ら
平
和
を
考
え
る｣ 

岩
波
書
店 

 

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
「
日
本
国
歴
代
内
閣
」・「
沖
縄
県
の
年
表
」
他 

沖
縄
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
基
地
」
他 

 ★
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
基
に
、
個
人
的
な
判
断
で
、
１
９
２
６
年
（
昭
和
元
年
）
か
ら 

現
在
ま
で
の
で
き
ご
と
を
抜
粋
し
ま
し
た
。
間
違
い
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。  

ち
ば
・
戦
争
体
験
を
伝
え
る
会 

市
川
ま
り
子 

 


